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1

.

は

じ

め

に

中
華
人
民
共
和
国

(以
下
、
中
国
と
略
す
)
吉
林
省
集
安
は
高
句

麗
中
期

(三
世
紀
初
～
四
二
七
年
)

の
王
都

で
あ
る
。
山
城
子
山
城

は
、
王
宮
が
存
在
し
た
と
推
定
さ
れ
る
通
溝
城
と
と
も
に
、
都
城
を

構
成
す
る
重
要
な
城
で
あ
る

(註
-
、
図
1
)
。

山
城
子
山
城
に
対
す
る
調
査
は
、
第

二
次
大
戦
前

の
日
本
人
に
よ

る
踏
査
を
主
に
し
た
調
査
(註
2
)が
あ
り
、
第
二
次
大
戦
後
に
は
、
中
国

に
よ
る
小
規
模
な
発
掘
調
査
が
重
ね
ら
れ
、
注
目
す

べ
き
成
果
が
も

た
ら
さ
れ
て
い
る
(註
3
)。

近
年
、
世
界
遺
産
登
録
に
と
も
な
い
、
中
国
は
、
山
城
子
山
城
な

ど
高
句
麗
王
都
に
関
わ
る
主
要
な
遺
跡
に
対
し
て
大
規
模
な
発
掘
調

査
を
組
織
的
に
実
施
し
、
考
古
学
的
な
知
見

の
増
大
を
も
た
ら
す
こ

と

に
な

っ
た
。
こ
の
調
査

の
成
果
は

『丸
都
山
城
』

(二
〇
〇
四
年
)

(註
4
、
以
下

『丸
都
山
城
』
と
略
記
)
ほ
か
の
報
告
書
と
し
て
刊
行
さ

れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
『丸
都
山
城
』
に
報
告
さ
れ
た
山
城
子
山
城
の
出
土
瓦

に
焦
点
を
あ
て
て
、
通
溝
城
と

の
比
較
で
検
討
し
、
集
安
地
域
の
高

山城子山城、通溝城の位置図1
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句
麗
瓦
編
年
に
も
言
及
し
、
集
安

に
お
け
る
高
句
麗
中
期
都

城
に
関
わ
る
基
本
的
な
問
題
を
考
え

て
み
た
い
。

な
お
、
本
稿

で
は
遺
跡

の
呼
称
と
し

て
、
山
城
子
山
城

(現
地
で
は
丸
都
山
城
)
お
よ
び
通
溝
城

(
現
地

で
は
国
内

城
)
を
使
用
す
る
(註
5
)。

2

.

山

城

子

山

城

と

出

土

瓦

山
城
子
山
城
は
、
通
溝
城

の
北
西

約

3
キ

ロ
メ
ー
ト

ル
に
位

置
す
る
。
周

囲
約

7
キ

ロ
メ
ー
ト
ル

に
お
よ
ぶ
大

規
模

な
山
城

で
あ

る
。

石
築

城
壁
、

城
門
趾

(
7
か
所
)

の
ほ
か
、
城
内

に
は
、
池
趾
、
建
物
趾

(3
か
所

)
、
古
墳

(38
基
)
な
ど

の

遺
構

が
あ

る
。

今

回

の
調
査

で
、
瓦
を
と
も
な

っ
て
検

出
さ
れ
た
遺
構

は
、

次

の

5

か
所

で
あ

る
。

遺

構

の

名

称

を

『
丸

都

山

城
』

に

よ

っ
て
示
す

。

宮
殿
趾

瞭
望
台
趾

戊
卒
居
住
趾

1
号
門
趾

2
号
門
趾

'

100200300400500米

 

0

ー

瓦の出土 した山城子山城の遺構図2
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こ
れ
ら

の
う

ち
、
瓦
当

の
出

土

し

て
い
る
遺
構
は
、
「
戌
卒

居
住
趾

」

を

除
く

4
か
所

で
あ

る

(図
2
)
。

出

土
し
た
瓦
当

の
種
類

を

『丸

都

山
城
』

に
よ

っ
て
示
す
と

、
獣
面

文

(
A
、

悦
、

跳
、

C

)
、

忍
冬

文

(細

分

な

し
)
、

蓮

花

文

(
A
、

B
、
C
)

の
大

別
3
種

、
細

別
で

は
合
計

8
種

で
あ
る
。

こ
れ
ら

の
瓦
当
と
出

土
遺
構
と

の
関
連

は
後

で
触

れ
る
通
溝

城
出

土

瓦
当
と
と
も

に
、
表

1
に
示
し
た

。
こ
れ
に
よ

っ
て
、
遺
構

ご
と

の
瓦

当

の
種
類

(細

別
)
を

み
る
と

、
宮

殿
趾

の
8
種

が
最
も
多

く
、
2
号

門
趾

の
5
種

、
1
号

門
趾

の
4
種

、
瞭
望
台

3
種

の
順
と

な
る
。

『丸
都
山
城
』
以
前

の
発
掘
調
査

で
出
土
し
た
山
城
子
山
城
出
土
瓦
当

と

し

て
図
を

と
も
な

っ
て
報
告

さ

れ
た

の
は
獣

面
文
瓦
当

(『丸
都

山

城
』

の
獣
面
文

悦
型
)
が
あ
る
(註
6
)。
こ
の
ほ
か
、
第

二
次
大
戦
前

の
採

集
資
料
に
も
山
城
子
山
城
出
土
と
伝

え

る
資
料

の
報
告

が
あ
る
(註
7
)。

3

.

獣

面

文

、

蓮

花

文

瓦
当

、

忍

冬

文

、

1

通

溝

城

出

土

瓦

と

の

比
較

-

山
城
子
山
城
出
土
瓦
の
位
置
づ
け
に
あ
た

っ
て
は
、
多
く
の
型
式
を

共
有
す
る
通
溝
城
出
土
瓦
と
の
比
較
が
最
も
重
要
で
あ
る
。

通
溝
城
に

つ
い
て
は
、
第

二
次
大
戦
前
に
お
け
る
踏
査
(註
8
)の
後
、

第
二
次
大
戦
後
に
小
期
模
な
発
掘
が
お
こ
な
わ
れ
て
、
注
目
す
べ
き
成

果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
(註
9
)。
近
年
、
山
城
子
山
城
と
と
も
に
実
施
さ

れ
た
大

規
模

な
発
掘
調
査

は
さ
ら

に
多

く

の
情
報

を
も
た
ら
し
た
。
こ

こ

で
は
、
そ

の
報
告

『
国
内

城
」

(
二
〇

〇
四
年

)

(註
m
、
以

下

『国

内

城
』

と
略

記
)
を
中
心
に
し

て
、
出
土
瓦

の
概
要
を
み
た

い
。

『国
内
城
』

に
よ

れ
ば

、
通
溝
城

の
規

模
は
、

一
辺
約

7

0
0

メ
ー

ト

ル
の
ほ
ぼ
方
形

に
石
築

城
壁
が
め
ぐ
り
、
城
壁
に
は
城
門
、
馬
面
な

ど

の
施

設
が
設
け
ら
れ

て
い
る
。
城
内

を
中
心

に
、
通
溝
城
全
域

に
設

け
ら
れ
た
発
掘
地
21
か
所

の
う

ち
、
瓦
当
が
出
土
し
た

の
は
、

13
か
所

で
あ
る

(図
3
)
。

瓦
当

文
を
大
別

で
み
る
と
、
山
城
子
山
城
と
共
通
す
る
獣
面
文
、
蓮

花

文
、
忍
冬

文
瓦
当

の
ほ
か
、
山
城
子
山
城
に
は
出
土
し
な

い
巻
雲
文

瓦
当

が
あ
り
、
ま
た
、
渤
海
時
代

に
降
る
瓦
当
も
出
土
し

て
い
る
。

瓦
当

の
比
較

に
際

し

て
、

『国
内
城
』

で
は
通
溝

城
出
土

の
瓦

当
に

は
文
様

の
細

別
名

が

つ
け
ら
れ

て
い
な

い
の
で

『丸
都
山
城
』

の
細
分

名

を
援

用
す
る
。
山
城
子
山
城
に
見
ら
れ
な

い
型
式

に

つ
い
て
、
ま
た

『丸
都
山

城
』

で
も
細

分
名

の

つ
い
て

い
な

い
型
式

に

つ
い
て
は
、
便

宜

上
、
仮

の
細
別
名

を
付

し

て
検

討
す
る
こ
と
に
す
る
。

以
下
、
文
様
毎

に
検

討
す
る
。

ま
ず

、
獣
面
文
は
、
山
城
子
山
城

で
4
種

(
こ
の
う

ち
、
C
は
軒
丸

瓦
当

で
は

な
く
、

日
本

の
瓦

の
名

称

で

い
え

ば
、
鳥

袋

(と

り

ぶ
す

ま
)
に
あ
た
る
も

の
と
思
わ
れ
る
が
、
便
宜
上
、
瓦
当
文

の
種
類
と
し

て
こ
れ
も
含

め

る
。
)
あ

り
、
通
溝
城

で
も

4
種
す

べ

て
が
出
土

し

て
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表1山 城子山城および通溝城の瓦当 と遺構

城溝通

門
球
場

⑯

○

○

○

東
市
場
第
3
層

⑮

○

○

○

東
市
場
地
点
石
醐

⑮

○

体
育
場

⑭

○

○

○

○

○

市
第
二
小
学

⑫

○

電
影
公
司

⑪

○

市
実
験
小
学

⑩

○

疏
菜
商
場
第
3
層

⑧

○

○

疏
菜
商
場
第
2
層

⑧

○

審
計
局
職
工
宿
舎

③

○

○

○

○

西
培
外
排
水
酒
洞
遺
跡

C

○

西
培
門
趾

B

○

○

北
城
培
西
門
趾

A

○

城山子城山

2
号
門
趾

○

○

○

○

○

1
号
門
趾

○

○

○

○

瞭
望
台
趾

○

○

○

宮
殿
趾

○

○

○

○

○

○

○

○

A

悦

跳

C

A

B

C

衡

衡
口仮

B

R

獣
面
文

蓮
花
文

忍
冬
文

巻
雲
文

渤
海
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集安山城子山城と高句麗中期都城 千田

い
る
。

蓮
花
文

は
、
通
溝

城
か
ら

は
山

城
子
山

城

の
3
種

(
A
、

B
、

C
)

の
ほ
か
、
山
城
子
山
城

で
は
知
ら

れ

て
い
な

い
種
類

(仮
イ
)
が
出
土

し
て

い
る
。

忍
冬

文
は
、
山

城
子
山
城

で
は

1
種

類

(仮
イ

)

の
み

で
あ

る
が
、

通
溝

城

で
は
、

山
城

子
山

城

に

は

知

ら
れ

て

い
な

い
種

類

(仮

ロ
)

が
あ

る
。

こ

の
ほ
か
、

巻
雲

文

瓦
当

、
渤

海

瓦
当

に

つ

い
て
は
、
前

者

は
、

以

前
検

討

し
た
筆

者

の
分

類
名

(註
n
)を
示

し
、
後

者

は
、
そ

の
存
在

を

示
す

に
と
ど

め
る

(表

1
)
。

4

.
山

城

子

山
城

と

通
溝

城

出

土

瓦
当

の

編
年

上
述
し
た
細
別
を
基
礎
に
し
て
、
山
城
子
山
城
お
よ
び
通
溝
城
出

土
の
瓦
当

の
編
年
的
な
検
討
を
お
こ
な
う
。

山
城
子
山
城
お
よ
び
通
溝
城
出
土
瓦
当
は
、
そ
れ
の
み
で
は
年
代

的
な
手
が
り
は
ほ
と
ん
ど
な

い
。
集
安

の
高
句
麗
瓦
当

に
関
す
る
研

究
史
を
た
ど
る
と
、
例
え
ば
、
代
表
的
な
研
究
(・王
2
)で
は
、
集
安

の

高
句
麗
瓦
の
年
代
的
下
限
を
高
句
麗
後
期
の
王
都
平
壌

へ
の
遷
都
年

代

(四
二
七
年
)
と
す
る
け
れ
ど
も
、
筆
者

の
平
壌
地
区

の
瓦
編
年

(註
13
)を
合
わ
せ
考
え

る
と
、
こ
の
よ
う
な
考
え

は
成
立
し
な

い
と
考

え
る
。
以
下
で
は
、
考
古
学
的
資
料
の
比
較
に
よ
る
編
年
作
業
に
も

通溝城の発掘地(太 字:瓦 当出土地)図3
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と

つ

い
た
年
代
推
定

を
お
こ
な
う

。

編
年

の
構
築

に
あ

た

っ
て
は
、

ま
ず

、
瓦
当
全
体

に
通
ず

る
文
様

構

成

の
仕
方

に
よ
る
分

類
を

こ
こ
ろ

み
、
次

い
で
、
文
様

ご
と
に
、
細

別

と

そ

の
変

遷
を
追

い
、
年

代

の
推

定

に
及
ぶ
、
と

い
う
手

順
を

踏
む
こ

と

に
す

る
。

変

遷

の
手

が
か
り

に
な
る
文
様

構
成

上

の

一
番

の
特
徴

は
、
外

圏
線

の
有
無

で
あ

る
。
獣

面
文

、
忍
冬

文

、
蓮
花
文

を
通
じ

て
、
瓦
当
文
様

の
変
遷

の
方
向

を
、
外

圏
線

の
あ

る
種
類

↓
な

い
種

類

へ
と

推
定

す

る
。

つ
ぎ

に
、
文
様

ご
と

の
細

別

の
可
能
性

に

つ
い
て
言
及
し
よ
う

。

獣
面
文

は
、
4
種
知

ら
れ
て
お

り
、
通
溝

城
で
も

す

べ
て

の
種

類
が

出

土
し
て

い
る
。
外

圏
線

の
あ

る

A
、
悦
と

な

い
跳
と
に
わ
け
る
こ
と

が

で
き

る
。
な

お
、

C
に

つ
い
て

は
、
先

述
し

た
よ
う

に
鳥
会

で
あ

り

、
編
年
的
位
置

に

つ
い
て
は
別

個

の
検
討

を
要
す
る

の
で
、
こ
こ
で

は
触

れ
な

い
。

忍
冬
文

は
、
通
溝

城
で
は
山
城

子
山
城
に
見
ら
れ
な

い
種
類

が
出

土

し

て
い
る

(仮

ロ
)
。
外
圏
線

は
な

い
上

に
、
忍
冬
文
自
体

を
比
較

し

て
も

山
城
子
山

城

の
忍
冬
文

瓦
当

が
8
単
位

の
忍
冬
文

か
ら
な
る

の
に

対

し
て
、
通
行

城
例
は
、
文
様
単

位
数

が
少

な
く
4
単
位

か
と
推
定

さ

れ
る
。

蓮
花
文

は
、
通
溝

城
で
は
、
山

城
子
山
城
に
な

い
種
類

が
あ

る

(仮

イ
)
。

A
に
似

る
が
、
中
房

の
周
囲

に
隆
線

に
よ

る
円
圏
を
巡
ら
す
点

が
異
な
る
。

こ

の
よ
う

に
、
大
き
く
、
外

圏
線

の
有

無
に
よ

っ
て
、
第
1
期
↓
第

2
期
、
と

い
う

変
遷
を
推

定
す

る
。

つ
ぎ

に
、
第

1
期

に

つ
い
て
は
、

蓮

花
文

の
様

相

に
よ
り
、
2
小
期

に
細
分

で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
蓮

花

の
弁
数

が
、
9
単
位

の
種

類

(C
)
が
あ
る
。
奇
数

弁
は
偶
数
弁
に

遅
れ

て
出
現
す
る
と
考
え

る
。
こ

の
中
房

の
周
り
に
隆
線

に
よ
る
円
圏

を
め
ぐ
ら
す
特
徴
に
着

目
す
れ
ば
、
円
圏

の
な

い
A
は
、
円
圏

の
あ
る

(仮
イ
)
と

こ

の
C
に
先

行
す

る
も

の
で
は
な

い
か
と
想
定
す

る
。
忍

冬

文
に
関
し

て
は
、
外
圏
線

の
な

い
仮

ロ
が
、
第

2
期
に
属
す
る

の
は

よ

い
と
し

て
、
外

圏
線

の
あ
る

(仮
イ
)
は
、
こ

の
細
分
と
は
ど
う
関

連

す

る
で
あ

ろ
う

か
。
こ

こ
で
は
、
忍
冬

文

(仮

イ
)
は
、
中
房

に
、

隆
線

に
よ
る
円
圏
を
と
も

な
う

こ
と
か
ら
、
第
1
期
第

二
小
期

に
該
当

す
る
と
推
定

し

て
お
く
。

以
上

の
よ
う

な
検

討
結
果
を
図
示
し
た

の
が
図
4

で
あ
る
。

5

.
集

安

に

お

け

る

高

句

麗

瓦

編

年

以
上
で
、
山
城
子
山
城

の
瓦
に

つ
い
て
、
通
溝
城

の
瓦
と
あ
わ
せ

て
、
編
年
的
な
検
討
を
お
こ
な

っ
た
。

た
だ
し
、
目
を
集
安
全
域
の
高
句
麗
瓦
に
転
ず
る
と
、
巻
雲
文
瓦
当

は
山
城
子
山
城
か
ら
は
出
土
せ
ず
、
ま
た
、
大
型
積
石
塚
か
ら
出
土
す

る
輻
線
を
有
す
る
蓮
花
文
瓦
当
も
山
城
子
山
城
か
ら
は
出
土
が
知
ら
れ
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て

い
な

い
な

ど
、
山

城
子

山

城
、

通

溝

城

の
編
年

だ

け

で
、
集
安
全
域

の
編
年
を

語
る
こ

と
は
で
き

な

い
。

こ
こ

で
は
、
集

安
全

域

の
高

句

麗
瓦

編
年

構
築

の
た

め
、
山
城
子
山
城
、
通
溝
城
以
外

の
瓦
も

ふ
く

め
て
、
巻

雲
文

瓦
当

、
蓮
花
文

瓦
当

の
順
に
検
討

を
お
こ
な
う

。

(
一
)
巻

雲
文

瓦
当

の
編
年
-
巻

雲
文
瓦
当
期
-

巻
雲
文

瓦
当

は
、
巻
雲
文

を
主

文
様

と
す

る
瓦
当

で
、

蓮
花
文

瓦
当

に
先
行
す

る
瓦
当

で
あ

る
。
高
句

麗

の
領

域

で
は
集
安

地
域

の
み

で
出
土
し
、

平
壌
地
域

で
は
出

土
が

知

ら
れ
て

い
な

い
。

巻
雲

文

瓦
当

は
、
瓦

当
文

の
特

徴

に
よ

り
、

A
、

B
、

B

の
3
種

に
細
分
す

る
(註
M
)。
『国

内
城
』

で
は
、
こ

の
う

ち
、

B
類
お
よ
び
B
類

の
出
土
を
報

告
し

て
い
る
(註
15
)。

編
年

に
あ
た

っ
て
は
、
巻
雲
文

瓦
当

の
時
期

は
、
全
体

と

し

て
巻

雲

文

瓦
当

期
と

し
、

A

、

B
、

B
を

そ
れ

ぞ

れ
、
第

一
、
第

二
、

第

三
期

と

し

て
細

分

し

て
お
き

た

い

。

巻
雲
文
瓦
当
全
体
を
次

の
よ
う
に
分
期
す
る
。

巻
雲
文
瓦
当
第

一
期

"
巻
雲
文
瓦
当
A
類

巻
雲
文
瓦
当
第
二
期

"
巻
雲
文
瓦
当
B
類

巻
雲
文
瓦
当
第
三
期

"
巻
雲
文
瓦
当
B
類

備考忍冬文蓮花文獣面文

外
圏
線
あ
り

澱

り

鐸
餅
・塾

娠

A

露
仮イ

磯"な緊が

C

難鍮

仮蟹欝

醗
A鄭

レ饗 慕

飛輔
B鱒

 

期

司

鋤

一2

外
圏
線
な
し

仮ロ
第2期

獣面文、蓮花文、忍冬文瓦当(山 城子山城、通溝城出土)の 分類 と編年図4
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巻
雲
文
瓦
当
に
は
、
年
号
ま
た
は
干
支

の
銘
文
を
有
す
る
も

の
が
あ

り
、
年
代
推
定
に
有
力
な
手
掛
か
り
と
な
る
。
以
下
に
し
め
す
よ
う

に
、
「太
寧
四
年
」
瓦
当
を
最
古
に
、
他
は
、
こ
の
型
式
か
ら
の
変
化

型
式
と
み
て
、
次

の
よ
う
な
年
代
比
定
が
可
能
で
あ
る
。

A
類

の

「太
寧
四
年
」
が
三
二
五
年
ま
た
は
三
二
六
年
、
干
支
銘
で

は
、
B
類

の

「
己
丑
」
が
三
二
九
年
、
「
乙
卯
」
が
三
五
五
年
、
「
丁

巳
」
が
三
五
七
年
、
に
比
定
で
き
る
こ
と
か
ら
、
巻
雲
文
瓦
当
は
、
四

世
紀
前
半
に
始
ま
り
、
四
世
紀
中
頃
か
ら
後
半
に
か
け
て
盛
ん
に
用
い

ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
巻
雲
文
瓦
当

の
終
末

の
年
代
推
定
に
参
考
に

な
る
の
は
、
千
秋
塚
に
お
け
る
巻
雲
文
瓦
当

の
様
相
で
あ
る
。
千
秋
塚

で
は
、
巻
雲
文
瓦
当
B
類
が
多
量
に
出
土
す
る
(註
蛉
)。
千
秋
塚

で
注

目
さ
れ
る
の
は
、
の
ち
に
述
べ
る
輻
線
蓮
花
文
第

一
類
も
出
土
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
大
型
積
石
塚
で
、
巻
雲
文
瓦
当
と
蓮
花
文
瓦
当
が
と

も
に
出
土
し
て
い
る
の
は
、
千
秋
塚
に
限
ら
れ
る
。
問
題
は
、
巻
雲
文

瓦
当

の
終
末
と
蓮
花
文
瓦
当

の
出
現
が
先
後
関
係
に
あ
る
の
か
、
時
期

的
に
併
存
す
る
の
か
で
あ
る
が
、
両
者

の
詳
細
な
出
土
状
況
が
不
明
で

あ
る
の
で
判
断
で
き
な
い
。
し
か
し
、
B
類
が
巻
雲
文
瓦
当

の
最
終
末

の
型
式
で
あ
る
こ
と
が
傍
証
さ
れ
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
あ
え

て
R

類

の
年
代
を
推
定
す
る
な
ら
ば
、
四
世
紀
後
半
と
み
て
大
過
な
い
と
思

わ
れ
る
。

(
二
)
蓮
花
文
瓦
当
の
編
年
-
蓮
花
文
瓦
当
期
-

巻
雲
文
瓦
当
に
続
く
瓦
当
編
年
は
蓮
花
文
瓦
当
期
と
し
て
と
ら
え
る

こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
獣
面
文
、
忍
冬
文
に
つ
い
て
は
、
蓮
花
文
の
編
年
を
援
用
し

て
位
置
、つ
け
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
の
で
、
編
年

の
構
築
は
蓮
花
文
瓦

当
で
代
表
さ
せ
る
。

集
安
地
域
に
お
け
る
蓮
花
文
瓦
当
は
、
山
城
子
山
城
お
よ
び
、
通
溝

城
で
は
知
ら
れ
て
い
な
い
種
類
が
あ
る
。
あ
ら
た
め
て
集
安
全
域
に
お

け
る
蓮
花
文
瓦
当
を
み
よ
う
。

ま
ず
、
輻
線

の
有
無
に
よ
り
、
2
大
別
す
る
。

ω

輻
線
蓮
花
文
瓦
当
の
編
年

輻
線

の
様
相
に
よ
り
、
2
分
す
る
。

輻
線
蓮
花
文
第
1
類

口
半
球
状
の
中
房
周
囲
に
2
重
の
圏
線

(内
圏

線
)
を
め
ぐ
ら
し
、
内
圏
線
か
ら
放
射
状
に
の
び
る
2
本

一
組
ま
た
は

3
本

一
組
の
輻
線
に
よ
り
瓦
当
面
を
六
分
割
ま
た
は
八
分
割
す
る
。
分

割
し
た
中
に
蕾
状
の
蓮
花
文
お
よ
び
珠
文
2
箇
を
配
す
る
。
輻
線
の
端

に
は
、
2
重

の
圏
線

(外
圏
線
)
を
め
ぐ
ら
す
。

輻
線
蓮
花
文
第
2
類

"
輻
線
が
1
本
に
な
る
か
、
ま
た
は
内
圏
線
、

外
圏
線
が
1
重
に
な
る
、
あ
る
い
は
外
圏
線
を
欠
く
な
ど
、
1
類
の
定

型
的
な
構
成
が
崩
れ
る
も

の
を
指
す
。
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倒

輻
線
の
な
い
蓮
花
文
瓦
当
の
編
年

蓮
花
文

の
配
置
方
法
に
よ
り
、
2
分
す
る
。

主
要
文

・
従
属
文
交
互
配
置
類

"
立
体
的
な
文
様
と
平
板
な
文

様
を
交
互
に
配
置
す
る
。
平
板
な
文
様
は
、
前

の
時
期
に
あ

っ
た
輻
線

と
交
代
し
て
出
現
し
た
と
推
定
す
る
。

単

一
蓮
花
文
配
置
類

"
平
板
な
表
現
の
文
様
が
失
わ
れ
、
立
体

的
な
表
現
の
み
に
な
る
。
文
様

の
単
位
数
が
偶
数

の
ほ
か
に
、
奇
数

の

も

の
も
現
わ
れ
る
。

㈹

蓮
花
文
瓦
当
期
の
編
年

蓮
花
文
瓦
当
期
全
体
を
次

の
よ
う
に
分
期
す
る
。

蓮
花
文
瓦
当
第

一
期

"
輻
線
蓮
花
文
第
1
類

蓮
花
文
瓦
当
第
二
期

"
輻
線
蓮
花
文
第
2
類

蓮
花
文
瓦
当
第
三
期

"
輻
線

の
な
い
蓮
花
文
瓦
当

第

一
小
期

"
主
要
文

・
従
属
文
交
互
配
置
類

第
二
小
期

"
単

一
蓮
花
文
配
置
類

以
上
に
し
め
し
た
相
対
編
年
に
対
し
て
、
平
壌
地
域

の
年
代
観
(・王
7
)

を
援
用
し
て
蓮
花
文
瓦
当
全
体

の
年
代
を
推
定
す
る
。
第

一
期
は
、
太

王
陵
や
千
秋
塚
な
ど
の
大
型
積
石
塚
に
始
ま
り
、
平
壌
遷
都

(四
二
七

年
)
初
期

の
大
城
山
城
に
も
見
ら
れ
る
か
ら
、
四
世
紀
後
半
か
ら
五
世

紀
前
半
に
推
定
で
き
る
。
第
三
期
と
し
た
瓦
は
、
平
壌
地
域
で
は
後
期

平
壌
城
域

で
の
出
土
が
知
ら
れ
る
。
後
期
平
壌
城

(長
安
城
)
は
、

五
八
六
年
に
遷
都
し
た
都
城
で
あ
る
が
、
遷
都
自
体
五
五
二
年
に
は
決

定
さ
れ
て
い
て
い
て

(
『一二
国
史
記
」
陽
原
王
8
年
条
)
、
五
六
六
年
に

比
定

で
き
る
銘
文
城
石
の
存
在
か
ら
も
、
実
際
の
築
造
が
六
世
紀
中
頃

に
始
ま
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
(註
18
)。
こ
れ
に
よ
り
第
三
期

の
上
限

は
、
六
世
紀
半
ば
、
下
限
は
高
句
麗
滅
亡
の
六
六
八
年
ま
で
の
幅
で
と

ら
え
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
。
し
た
が

っ
て
、
第

二
期

の
瓦
は
、
そ
の

間
、
ほ
ぼ
五
世
紀
後
半
か
ら
六
世
紀
半
ば
ご
ろ
に
か
け
て
、
と
推
定
で

き
る
。

(三
)
集
安
に
お
け
る
高
句
麗
瓦
当
の
編
年

こ
こ
ま
で
検
討
し
て
き
た
、
巻
雲
文
瓦
当
期
、
蓮
花
文
瓦
当
期
を
ふ

く
め
,
集
安
に
お
け
る
高
句
麗
瓦
当
全
体
の
編
年
を
し
め
す
と
次
の
よ

う
に
な
る
。

巻
雲
文
瓦
当
期

"
四
世
紀
前
半
～
四
世
紀
後
半

巻
雲
文
瓦
当
第

一
期

"
A
類

四
世
紀
前
半

巻
雲
文
瓦
当
第

二
期

"
B
類

四
世
紀
前
半
～
中
頃

巻
雲
文
瓦
当
第
三
期

"
B
類

四
世
紀
後
半

蓮
花
文
瓦
当
期

四
世
紀
後
半
～
六
六
八
年

蓮
花
文
瓦
当
第

一
期

"
輻
線
蓮
花
文
瓦
当
第
1
類

四
世
紀
後
半
～
五
世
紀
後
半

蓮
花
文
瓦
当
第

二
期

"
輻
線
蓮
花
文
瓦
当
第
2
類

五
世
紀
後
半
～
六
世
紀
前
半
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蓮
花
文
瓦
当
第
三
期

H
輻
線

の
な
い
蓮
花
文
瓦
当

六
世
紀
前
半
～
六
六
八
年

第

一
小
期

"
主
要
文

・
従
属
文
交
互
配
置
類

六
世
紀
前
半
か
ら
六
世
紀
半
ば

第
二
小
期

"
単

一
蓮
花
文
配
置
類

六
世
紀
半
ば
～
六
六
八
年

6

.

お

わ

り

に

上
述
の
よ
う
に
、
集
安

の
山
城
子
山
城
の
出
土
瓦
は
、
高
句
麗
中
期

都
城
期

の
下
限
四
二
七
年
を
は
る
か
に
降
り
、
六
世
紀
半
ば
以
降
の
年

代
を
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
の
こ
と

の
高
句
麗
都
城
研
究
に
も
た
ら
す
影
響
は
少
な
く
な
い
。

こ
こ
で
は
、
山
城
と
と
も
に
都
城
の
重
要
な
構
成
要
素
で
あ
る
平
地

城
の
通
溝
城
の
様
相
な
ど
、
集
安

の
高
句
麗
都
城
遺
跡
の
様
相
に
関
す

る
い
く

つ
か
の
見
通
し
を
述
べ
る
に
と
ど
め
る
。

す
な
わ
ち
、
通
溝
城
の
瓦
を
通
観
す
る
と
、
多
く
は
山
城
子
山
城
と

共
通
す
る
獣
面
文
、
忍
冬
文
、
蓮
花
文
瓦
当
で
あ

っ
て
、
こ
れ
ら
も
同

様

に
六
世
紀
半
ば
以
降
の
年
代
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
通
溝
城
で

は
、
山
城
子
山
城
か
ら
は
出
土
が
知
ら
れ
て
い
な
い
巻
雲
文
瓦
当
が
出

土
し
て
お
り
、
四
世
紀
代
前
半
か
ら
後
半
に
か
け
て
の
年
代
が
想
定
で

き

る
か
ら
、
こ
れ
こ
そ
が
、
高
句
麗
中
期
都
城
期

の
瓦
で
あ
る
。

一

方
、
集
安

で
王
陵
を
含
む
と
推
定

さ
れ
て
い
る
大
型
積
石
塚
(主
7
)か

ら
出
土
す
る
よ
う
な
輻
線
を
も

つ
蓮
花
文
の
瓦
当
は
、
山
城
子
山
城
、

通
溝
城
と
も
に
出
土
し
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
四
世
紀
後
半
か
ら
五

世
紀

の
前
半

に
か
け
て
、

い
い
か
え
れ
ば
、
中
期
都
城
期

の
後
半
か

ら
、
後
期
都
城

(四
二
七
～
六
六
八
年
)
の
前
期
平
壌
城
期

(四
二
七

～
五
八
六
年
)
ま
で
の
瓦
が
、
通
溝
城
で
は
欠
落
し
て
い
る
こ
と
に
も

注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。

こ
の
ほ
か
問
題
の

一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
城
壁
の
問
題
が
あ
る
。
山
城

子
山
城
の
石
築
城
壁
の
築
造
年
代
は
、
城
壁
に
ひ
ら
く
門
に
と
も
な
う

瓦
か
ら
推
定

で
き
る
が
、
再
三
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
瓦
の
年
代
は
、

六
世
紀
中
頃
を
上
限
と
し
て
、
そ
れ
以
降
で
あ
り
、
後
期
都
城
の
時
期

に
降
る
。
四
二
七
年
を
下
限
と
す
る
中
期
都
城
期

の
山
城
子
山
城
の
城

壁
が
い
か
な
る
様
相
で
あ

っ
た
の
か
な
ど
中
期
都
城
に
か
か
わ
る
多
く

の
重
要
な
問
題
が
生
じ
て
く
る
。

山
城
子
山
城
の
調
査
成
果
は
、
そ
の
よ
う
な
諸
問
題
を
か
ん
が
え
る

上
で
、
遺
構
、
遺
物
に
お
け
る
確
実
な
年
代
上
の

一
点
を
押
さ
え
る
こ

と
の
で
き
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

(追
記
)

本
稿

は
、

二
〇

一
二
年

五
月

二

五
日
、
朝
鮮

古
代

研
究

会

(於

"

ハ
ー
ト
ピ

ア
京
都
)

で

の
発
表

■
集
安
考

古
学

の
諸

問
題
」
、

お
よ
び
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同
年
八
月

一
七
日
、
N
P
O
法
人
国
際
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
主
催

の

第

28
回
な
み
は
や
歴
史
講
座

(於

"
大
阪
韓
国
文
化
院
)
で
の
発
表

「
高
句
麗

の
都

・
集
安
を
考
え

る
」
を
も
と
に
ま
と
め
た
も

の
で
あ

る
。
前
者

の
会
で
、
中
村
潤
子
、
門
田
誠

一
、
吉
井
秀
夫
、
後
者

の
会

で
、
永
島
暉
臣
慎
、
福
岡
澄
男
、
松
井
忠
春

の
各
氏
に
有
益
な
ご
教
示

を

い
た
だ
き
、
成
稿
に
際
し
て
鈴
木
拓
也
氏

の
助
言
を
受
け
た
。
以
上

の
方

々
に
厚
く
感
謝
す
る
。

【註
】

1

集
安

へ
の
遷
都
年
代
ほ
か
、
高
句
麗
中
期
都
城
の
文
献
史
学
的
な
検
討

は
、
田
中
俊
明
、

一
九
九
五
年
四
月
、
「前
期

・
中
期
の
王
都
」
、
監
修
森

浩

一
、
編
著
東
潮

・
田
中
俊
明

『高
句
麗
の
歴
史
と
遺
跡
』
、
中
央
公
論

社
、
73
～
22
頁
、
に
よ
る
。

1

2

池
内
宏
、

一
九
三
八
年

一
〇
月
、
「山
城
子
山
城
-
丸
都
山
城
趾
」
『通
溝

巻
上

満
洲
國
通
化
省
輯
安
縣
高
句
麗
遺
蹟
』
、
日
満
文
化
協
會
、
23

～
31
頁
、

3

李
殿
福
、

一
九
八
二
年
四
月
、

「集
安
高
句
麗
山
城
子
山
城
調
査
與
考

略
」
、
『文
物
孜
古
涯
編
』
、
第
1
期
、
吉
林
省
文
物
工
作
隊
、
22
～
29
頁

4

吉
林
省
文
物
考
古
研
究
所

・
集
安
市
博
物
館
編
著

(主
編

金
旭
東

副

主
編

李
光
日
)、

二
〇
〇
四
年
六
月
、
『丸
都
山
城
-

二
〇
〇

一
～

二
〇
〇
三
年
集
安
丸
都
山
城
調
査
試
掘
報
告
』
、
文
物
出
版
社

5678

こ
れ
ら
の
遺
跡
名
と
史
料
上
の
名
称
に
関
し
て
は
前
掲
註
1
、
91
～
92
頁

参
照
。

「
集
安
高
句
麗
山
城
子
山
城
調
査
與
考
略
」
(前
掲
註
3
)、
25
頁
、
図

七
。
こ
の
調
査
で
は
、
多
数

の
瓦
当
が
出
土
し
て
い
る
が
、
図
示
の
あ
る

の
は
こ
の
1
点
だ
け
で
あ
る
。

朝
鮮
総
督
府
、

一
九
二
五
年
三
月
、
『朝
鮮
古
蹟
圖
譜

=

「山
城
子
山

城
趾
獲
見
瓦
」
二

七
六
～

一
七
八
)
に
は
、
獣
面
文
3
種

(『丸
都
山

城
』

の
獣
面
文
A
型
、
悦
型
、
C
型
)、
忍
冬
文
1
種

(『丸
都
山
城
』
と

共
通
)
の
写
真
が
あ
げ
ら
れ
、

一
九
三
八
年
10
月
、
『通
溝

巻
上

満

洲
國
通
化
省
輯
安
縣
高
句
麗
遺
蹟
』

(前
傾
註
2
)
図
版
第
二
二
に
は
、

獣
面
文

(『丸
都
山
城
』

の
獣
面
文
A
型
)
、
忍
冬
文

(『丸
都
山
城
』
と

共
通
)、
蓮
花
文

(『丸
都
山
城
』

の
蓮
花
文
C
型
)
3
種

の
写
真
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。

第
二
次
大
戦
前
に
お
け
る
、
ま
と
ま

っ
た
踏
査

の
報
告
は
、

一
九
三
八
年

一
〇
月
、
池
内
宏

「通
溝
城
-
丸
都
城
趾
」、
『通
溝

巻
上

満
洲
國
通

化
省
輯
安
縣
高
句
麗
遺
蹟
』

(前
掲
註
2
)
、
17
～
23
頁
、
で
あ

っ
て
、
採

集

瓦
も
収
録
さ
れ
て

い
る
。
「
通
溝
城

城
内
出
土
博
瓦
」
(図
版
第

一
二
)
に
か
か
げ
ら
れ
た
瓦
当
は
、
蓮
花
文
瓦
当

(後
述
の
筆
者
の
分
類

で
は
輻
線
蓮
花
文
第

一
類
)
と
獣
面
文
瓦
当

(
『丸
都
山
城
』

の
励
型
)

各
1
点
で
あ
る
。
な
お
、
採
集
瓦
に
つ
い
て
は
こ
れ
よ
り
先
に
刊
行
さ
れ

て
い
る

『朝
鮮
古
蹟
圖
譜

一
』

(前
掲
註
7
)
に
も
通
溝
城
発
見

の
忍
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冬
文
瓦
当
写
真
-
点
が
掲
載
さ
れ

て
い
る

(=

六
八

同
城
獲
見
瓦

本
府
蔵
」
)
。
『丸
都
山
城
』
の
忍
冬
文
と
共
通
す
る
型
式
で
あ
る
。

『国
内
城
』
以
前
に
刊
行
さ
れ
た
中
国

の
発
掘
報
告
に
は
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
。
①
集
安
県
文
物
保
管

所
、

一
九
八
四
年
、
「集
安
高
句
麗
国

内
城
趾
的
調
査
與
試
掘
」
、
『文
物
』

一
九
八
四
年
第
1
期
、
47
～
54
頁
、

②
董
峰
、

一
九
九
三
年
七
月
、
「
国
内
城
中
新
発
現
的
遺
趾
和
遺
物
」、

　

　

『高
句
麗
研
究
文
集
』
、
延
辺
大
学
出
版
社
、
8
～
9
頁
、
③
吉
林
省
文
物

l

l

考
古
研
究
所

・
集
安
市
文
物
保
管

所
、
二
〇
〇
三
年
、
「吉
林
集
安
高
句

麗
国
内
城
馬
面
趾
清
理
簡
報
」
、

『北
方
文
物
』
、
二
〇
〇
三
年
～
第
3
期
、

33

・
34
頁
。

い
ず
れ
の
調
査

で
も
瓦
が
出
土
し
て
い
る
が
、
図
示
が
な

い
。
な
お
、
①
に
は
、

一
九
六
四
年
に

「浴
池
」

の
改
修
時
に
出
土
し
た

「太
寧
四
年
」
の
銘
文
を
も

つ
巻
雲
文
瓦
当

(筆
者

の
分
類
で
は
A
類
)

が
紹
介
さ
れ
て
い
る

(49
頁
、
図
五
)
。

吉

林
省
文
物

考
古
研

究
所

・
集
安

市
博
物

館

(
主
編

宋

玉
彬

)、

二
〇
〇
四
年
六
月
、
『国
内
城

二
〇
〇
〇
～
二
〇
〇
三
年
集
安
国
内
城

與
民
主
遺
趾
試
掘
報
告
』
、
文
物
出
版
社

千
田
剛
道
、
二
〇

一
二
年

一
月
、
「集
安
高
句
麗
巻
雲
文
瓦
の
編
年
を
め

ぐ

っ
て
」
、
『第
23
回
東
ア
ジ
ア
古
代
史

・
考
古
学
研
究
交
流
会
予
稿
集
』
、

東
ア
ジ
ア
考
古
学
会
、
7
～
14
頁

。
以
下
、
巻
雲
文
瓦
当
に
関
す
る
詳
細

は
、
こ
れ
に
よ
ら
れ
た
い
。

林
至
徳

・
取
鉄
華
、

一
九
八
五
年

、
「集
安
出
土
的
高
句
麗
瓦
当
及
其
年

1316 15141817

　

りむ

代

」
、

『
考

古

』
、

一
九

八

五

～

七

、

4

～

5

頁

。

中

国

で

刊

行

さ

れ

た
高

ハ0

ρ
0

句
麗
考
古
学
関
係

の
著
述
で
も
、
基
本
的
に
こ
の
研
究
に
よ

っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
魏
存
成
、

一
九
九
四
年
六
月
、
『高
句
麗
考
古
』
、
吉
林
大
学
出

版
社
、
な
ど
。
近
年
で
は
、
王
飛
峰
、
夏
増
威
、
二
〇
〇
八
年
、
「高
句

麗
丸
都
山
城
瓦
当
研
究
」
、
『東
北
史
地
』
、
二
〇
〇
八
第
2
期
、
67
～
74

頁
、
に
お

い
て
も
こ
の
見
解
を
踏
襲
し
、
「丸
都
山
城
」
の
瓦
の
年
代
を

「
四
世
紀
末
-

四
二
七
年
」
と
す
る

(72
頁
)
。

千
田
剛
道
、
二
〇

一
〇
年

一
二
月
、
「
高
句
麗
瓦
研
究

の
二
、
三
の
問
題

-
清
岩
里
土
城
の
瓦
と
平
壌
地
域
の
瓦
編
年
1
」
『第
22
回
東
ア
ジ

ア
古

代
史

・
考
古
学
研
究
会
交
流
会

地
域
発
表
及
び
初
期
須
恵
器
窯
の
諸
様

相
-
予
稿
集
1
』
、
大
阪
朝
鮮
考
古
学
研
究
会
、
13
～
19
頁

前
掲
註
11

前
掲
註
10
の
5
、
79
、
01
、
26
、
31
頁

1

1

1

吉
林
省
文
物
考
古
研
究
所

・
集
安
市
博
物
館
編
著

(主
編

傅
佳
欣

副

主
編

王
洪
峰
)、
二
〇
〇
四
年
六
月
、
『集
安
高
句
麗
王
陵

一
九
九
〇

～
二
〇
〇
三
年
集
安
高
句
麗
王
陵
調
査
報
告
』
、
文
物
出
版
社
、

の

「
千

秋
墓
」
(68
～
16
頁
)

1

9自

前
掲
註
13

ら

ワム

田
中
俊
明
、
「長
安
城

(後
期
平
壌
城
)
」、
前
掲
註
1
、
2
～
4
頁

9
自

9
自
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図
・表

出
典

図
-

山
城
子
山
城
、
通
溝
城
の
位
置

『国
内
城
』
6
頁
、
図

一
に

「山
城
子
山
城
」
、
「通
溝
城
」
を
追
記

図
2

瓦

の
出
土
し
た
山
城
子
山
城
の
遺
構

『丸
都
山
城
』
6
頁
、
図
三
を
も
と
に
、
太
字
で
表
示

図
3

通
溝
城
の
発
掘
地

(太
字

"
瓦
当
出
土
地
)

『国
内
城
』

10
頁
、
図
五
を
も
と

に
、
瓦
当
出
土
地
を

「
A
」
、
「
B
」、

「C
」
、
お
よ
び
丸
囲
み
数
字
で
示
し
た
。

図
4

獣
面
文
、
蓮
花
文
、
忍
冬
文
瓦
当

(山
城
子
山
城
、
通
溝
城
出
土
)
の

分
類
と
編
年

『丸
都
山
城
』
お
よ
び

『国
内
城
』
に
よ
り
作
成

表
1

山
城
子
山
城
お
よ
び
通
溝
城
の
瓦
当
と
遺
構

『丸
都
山
城
』
お
よ
び

『国
内
城
』
に
よ
り
作
成

「A
」
、
「
B
」
、
「C
」
を
追
記
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